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KEK 低速陽電子実験施設では, リニアックベースの低速陽電子ビームを, 

共同利用に供している. 昨年度, 陽電子発生部の改造によりビーム強度が 1

桁増大し, そのビーム強度を生かした実験を推進している.  

3.11 東日本大震災の影響で, 一時実験ホール(テストホール)のほぼ全域が

冠水するなどの被害をうけたが, 本年度秋から共同利用を再開することがで

きた. 本施設の低速陽電子ビームはパルス幅 1μs の ロングパルスモードと, 

パルス幅 12ns 程度のショートパルスモードで共同利用に供してきたが, 本年

度秋から, ショートパルスモードのパルス幅が, 1～10ns で可変となった. 低速

陽電子ビーム用磁場輸送用コイルの電源等の STARS (Simple Transmission 

and Retrieval System) による制御システムが導入され, 制御が可能となった. 

現在制御プログラムの整備中である. ユーザーの要望により, 10-6Pa 台だった

ビームラインの真空度を 10-8Pa まで改善した.  

東理大長嶋グループの共同利用により, ポジトロニウム負イオンのレーザ

ー照射による光脱離の観測に昨年度世界で初めて成功した. ポジトロニウム

は陽電子と電子が水素原子様に束縛状態を形成した「原子」であるが, それ

にさらに 1 つ電子が束縛したものがポジトロニウム負イオンである. 本年度後

半の共同利用で,可変電場であらかじめ加速したポジトロニウム負イオンの電

子を光脱離させることで, エネルギー可変のポジトロニウムビームを生成する

ことに成功した.  

日本原子力研究機構高崎研究所河裾グループとの共同開発研究により, 

反射高速電子線回折(RHEED)装置の陽電子版である, 反射高速陽電子回折

(RHEPD)装置が昨年度導入され, 従来の RI 線源ベースの低速陽電子ビーム

と比較して 14 倍の回折強度を得ることに成功した. 本年度後半の同グループ

による共同利用で, 表面ラシュバ系の表面構造解析実験として, Ag 層に, スピ

ン軌道相互作用の効果が強く出る Pb や Bi などの重元素金属を吸着させたと

きの吸着位置の変化の検出実験や, Ge 表面上の Pt 誘起金属鎖の構造相転

移に付随する回折強度の不連続的な変化の観測が行なわれた. これは, 当

施設の RHEPD, BL-18A の ARPES, STM の複合的な利用による成果である. 

また現在は, 回折強度をさらに数 10 倍から 100 倍強くすることを目的に, 輝度

増強ユニットの導入作業中である.  


